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世
界
遺
産
と
は 令和３（2021）年７月 27 日、キウス周堤墓群を含む《北海道・北

東北の縄文遺跡群》が世界文化遺産に登録されました。名実ともに世界
中のみんなで未来へ引き継いでいくべき宝となりました。私たち市民は、
世界遺産のあるまちとして、その喜びを分かち合うと同時に、今後、そ
の宝をどう守っていくのか、後世にどう伝えていくのかを考えていかな
ければなりません。本特集では、キウス周堤墓群の歴史や関係者の声を
紹介しています。市民みんなで千歳の宝について考えましょう。

　

１
９
７
２
年
に
ユ
ネ
ス
コ
総
会

で
採
択
さ
れ
た《
世
界
遺
産
条
約
》

に
も
と
づ
き
世
界
遺
産
委
員
会
が

定
め
る
歴
史
的
に
貴
重
な
遺
産
を

《
世
界
遺
産
》
と
い
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
は
「
顕
著
で
普
遍
的
な

価
値
（
人
種
や
世
代
、
信
仰
や
価

値
観
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
素
晴
ら

し
い
と
感
じ
る
価
値
）」
を
も
つ

こ
と
が
条
件
で
、「
文
化
遺
産
」「
自

然
遺
産
」
そ
の
両
方
を
も
つ
「
複

合
遺
産
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
《
世
界
遺
産
条
約
》
は
、
こ
の

人
類
全
体
の
た
め
の
遺
産
を
、
損

傷
や
破
壊
な
ど
の
脅
威
か
ら
守
り
、

国
際
的
な
協
力
や
援
助
の
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

三内丸山遺跡

北 海 道・ 北 東 北 の 縄 文 遺 跡 群 の
「 顕 著 で 普 遍 的 な 価 値顕 著 で 普 遍 的 な 価 値 」

キ ウ ス 周堤墓群以外 の お も な 構成資産

北黄金貝塚

垣ノ島遺跡

大湯環状列石

キウス周堤墓群キウス周堤墓群をを含む含む
「北海道・北東北「北海道・北東北のの縄文遺跡群」縄文遺跡群」がが

世界文化遺産に登録世界文化遺産に登録

土手（周堤） 平面図

断面図

土手（周堤）土手（周堤）

墓穴

土手が低くなっ
ているところが
出入口と考えら
れている

中の部分を丸く掘っ
たくぼみに、墓穴（濃
色部）を堀り遺体を
埋葬する

最大 83m
　
周
堤
墓
は
、縄
文
時
代
の
集
団
墓
地
、

現
代
の
霊
園
の
よ
う
な
場
所
で
す
。
円

形
に
掘
っ
た
く
ぼ
み
の
周
り
に
土
手

（
周
堤
）
を
積
み
上
げ
た
も
の
で
、ド
ー

ナ
ツ
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
（
左

図
）。
周
堤
で
囲
ま
れ
た
区
画
の
中
に

複
数
の
墓
穴
を
掘
り
、
遺
体
を
埋
葬
し

て
い
た
こ
と
か
ら
《
周
堤
墓
》
と
名
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
周
堤
墓
は
縄
文
時
代
後
期
の
一
時

期
（
約
３
２
０
０
年
前
）
に
の
み
造
ら

れ
た
も
の
で
す
。
北
海
道
固
有
の
と
て

も
珍
し
い
遺
跡
で
、
特
に
千
歳
か
ら
数

多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
キ
ウ
ス
周

堤
墓
群
は
、
９
基
の
周
堤
墓
を
含
む
約

11
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
、《
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
》

の
構
成
資
産
の
一
つ
と
し
て
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

シリアル・ノミネーション
姫路城や原爆ドームのように１つの資産が世界遺産になるのではなく、
北海道・北東北の縄文遺跡群は 17 の構成資産の複合体として世界遺産
に登録（シリアル・ノミネーション）されました。キウス周堤墓群は、
北海道・北東北の縄文遺跡群の「顕著で普遍的な価値」を説明するうえ
で欠かせない役割を果たしています。

祭祀・儀礼を通じた精緻で複雑な精神性を示すこと
→墓や貝塚・盛土、土偶など祖先や自然を敬うこころ、豊穣へ
　の祈りなど、人々の精神文化を示す

１万年以上の長期にわたり採集・漁労・狩猟による定住生活の開始、
発展、成熟の過程や、農耕文化以前における人類の生活の移り変
わりや精

せ い ち
緻で複雑な精神文化を示す世界的にもまれな遺跡群

旧石器時代
草創期 大平山元遺跡（青森県）大平山元遺跡（青森県）
早期 垣ノ島遺跡（函館市）垣ノ島遺跡（函館市）
前期 北黄金貝塚（伊達市）北黄金貝塚（伊達市）

田小屋野貝塚（青森県）田小屋野貝塚（青森県）
二ツ森貝塚（青森県）二ツ森貝塚（青森県）

中期 三内丸山遺跡（青森県）三内丸山遺跡（青森県）
大船遺跡（函館市）大船遺跡（函館市）
御所野遺跡（岩手県）御所野遺跡（岩手県）

後期 入江貝塚（洞爺湖町）入江貝塚（洞爺湖町）
小牧野遺跡（青森県）小牧野遺跡（青森県）
伊勢堂岱遺跡（秋田県）伊勢堂岱遺跡（秋田県）
大湯環状列石（秋田県）大湯環状列石（秋田県）
キウス周堤墓群（千歳市）

晩期 大森勝山遺跡（青森県）大森勝山遺跡（青森県）
高砂貝塚（洞爺湖町）高砂貝塚（洞爺湖町）
亀ヶ岡石器時代遺跡（青森県）亀ヶ岡石器時代遺跡（青森県）
是川石器時代遺跡（青森県）是川石器時代遺跡（青森県）

弥生時代

約1万 5000年前
約1万 1000年前

約7000年前

周
堤
墓
と
は

キウス周堤墓群の魅力と特徴
◎50m を超える大きな周堤墓が集まり、
　 連結している
◎現在まで埋まりきっていない本物の状況
　を見ることができ、縄文時代の墓地の景
　観に思いを馳せることができる

２

３

４

1

価値を示す４つの特徴

約5000年前

約3000年前

縄
文
時
代

約2300年前

約4000年前

キウス周堤墓群

自然資源をうまく利用した生活のあり方を示すこと
→森林資源・水産資源を持続的に管理・利用することで、１万
　年以上の長期間にわたり採集・漁労・狩猟による定住が営ま
　れたことを示す

集落の立地と生業との関係が多様であること
→人々が食料を安定的に確保するため、山地、丘陵、内湾や湖
　沼の沿岸、河川の付近などに集落をつくり、その環境に応じ
　て技術や道具を発達させてきたことを示す

集落形態の変遷を示すこと
→１万年以上継続した生活の中で、気候変動・火山噴火などの
　環境変化や社会の在り方を通じて、人々が集落のかたちを変
　えてきたことを示す

詳細：千歳市埋蔵文化財センター
(（24）4210　ＦＡＸ （21）9301

写真提供：吉田 裕吏洋 氏

出典：JOMON ARCHIVES
（縄文遺跡群世界遺産保存活用協議会撮影）

【特集】千歳の宝・キウス周堤墓群
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跡
の
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
に

跡
の
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

つ
な
が
り
ま
す
。

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
、
縄
文
人

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
、
縄
文
人

が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
残
し
た

が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
残
し
た

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。
適
切
に
保

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。
適
切
に
保

存
し
、
後
世
に
価
値
を
伝
え
て
い

存
し
、
後
世
に
価
値
を
伝
え
て
い

く
た
め
、千
歳
市
は
、今
年
度
、《
史

く
た
め
、千
歳
市
は
、今
年
度
、《
史

跡
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
整
備
基
本
計

跡
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
整
備
基
本
計

画
》
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
遺

画
》
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
遺

跡
を
整
備
・
保
存
す
る
と
い
う
こ

跡
を
整
備
・
保
存
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
が

と
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
が

新
た
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
創
る
こ

新
た
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
創
る
こ

と
に
等
し
い
活
動
で
す
。
そ
こ
に
、

と
に
等
し
い
活
動
で
す
。
そ
こ
に
、

私
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー

私
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
込
め
、
整
備
・
保
存
し
て
い

ジ
を
込
め
、
整
備
・
保
存
し
て
い

く
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
わ
り

く
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
わ
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

で
し
ょ
う
か
。

す
」
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
遺

す
」
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
遺

跡
と
は
「
創
り
あ
げ
て
い
く
も

跡
と
は
「
創
り
あ
げ
て
い
く
も

の
」
で
す
か
ら
、
調
査
や
整
備
な

の
」
で
す
か
ら
、
調
査
や
整
備
な

ど
は
、
考
古
学
の
専
門
家
だ
け
で

ど
は
、
考
古
学
の
専
門
家
だ
け
で

な
く
、
市
民
の
方
も
関
わ
る
こ
と

な
く
、
市
民
の
方
も
関
わ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
自
分
た
ち
の
住
ん

が
大
切
で
す
。
自
分
た
ち
の
住
ん

で
い
る
地
域
に
世
界
遺
産
に
な
る

で
い
る
地
域
に
世
界
遺
産
に
な
る

ほ
ど
の
遺
跡
が
あ
る
と
い
う
自
覚

ほ
ど
の
遺
跡
が
あ
る
と
い
う
自
覚

と
、
そ
れ
に
自
分
た
ち
が
関
わ
る

と
、
そ
れ
に
自
分
た
ち
が
関
わ
る

こ
と
で
価
値
が
保
た
れ
る
と
い
う

こ
と
で
価
値
が
保
た
れ
る
と
い
う

認
識
を
持
つ
こ
と
が
保
存
・
活
用

認
識
を
持
つ
こ
と
が
保
存
・
活
用

の
本
当
の
在
り
方
で
す
。
遺
跡
は

の
本
当
の
在
り
方
で
す
。
遺
跡
は

意
識
し
て
保
護
し
よ
う
と
思
わ
な

意
識
し
て
保
護
し
よ
う
と
思
わ
な

け
れ
ば
、
開
発
の
中
で
な
く
な
っ

け
れ
ば
、
開
発
の
中
で
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。

て
し
ま
う
の
で
す
。

　　　

縄
文
の
遺
跡
は
単
独
で
は
な

　

縄
文
の
遺
跡
は
単
独
で
は
な

く
、《
周
辺
と
の
つ
な
が
り
》
の

く
、《
周
辺
と
の
つ
な
が
り
》
の

な
か
で
存
在
し
て
い
ま
す
。
今
後

な
か
で
存
在
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
世
界
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
指

は
、
世
界
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
指

定
範
囲
だ
け
で
な
く
そ
の
周
辺
を

定
範
囲
だ
け
で
な
く
そ
の
周
辺
を

含
め
た
計
画
的
・
継
続
的
な
調
査

含
め
た
計
画
的
・
継
続
的
な
調
査

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
遺
跡
の
付

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
遺
跡
の
付

近
に
住
む
方
だ
け
で
な
く
千
歳
全

近
に
住
む
方
だ
け
で
な
く
千
歳
全

体
、
も
っ
と
い
え
ば
市
域
を
越
え

体
、
も
っ
と
い
え
ば
市
域
を
越
え

て
、
み
ん
な
で
遺
跡
を
育
て
て
い

て
、
み
ん
な
で
遺
跡
を
育
て
て
い

く
と
い
う
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
遺

く
と
い
う
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
遺

I n t e r v i e w

《 史 蹟 キ ウ ス ノ チ ャ シ 》 と し て １ 号 ～
５ 号 周 堤 墓 が 史 蹟 天 然 記 念 物 保 存 法
にもとづき北海道庁より仮指定される

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
が
造
ら
れ
る

大
場 

利
夫
・
石
川 

徹
に
よ
る
１
号
周

堤
墓
の
調
査
（
５
基
の
墓
穴
を
確
認
）

千
歳
市
教
育
委
員
会
と
奈
良
国
立
文

化
財
研
究
所
に
よ
る
共
同
測
量
調
査

（
11
号
・
12
号
周
堤
墓
を
発
見
）

大
場
ら
の
調
査
結
果
を
も
と
に
《
千
歳

キ
ウ
ス
環
状
土
籬
群
》
と
し
て
、
１
～

６
号
周
堤
墓
が
北
海
道
文
化
財（
史
跡
）

に
指
定
さ
れ
る

紀元前
約 1200年1890 年1917 年1950 年1964 年1968 年

Timeline

1930193019651965

20212021 20132013

表年

Goes 
On…

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
の
価
値
と
保
存
・
活
用

こ
こ
で
は
、
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
の
価
値
や
今
後
の
保
存
・
活
用
な
ど
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
の
価
値
や
今
後
の
保
存
・
活
用
な
ど
に
つ
い
て

《
史
跡
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
》
の
委
員
で
あ
り
、
北
海
道
大
学
で
考
古
学
の
研
究
を
し
て
い
る

《
史
跡
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
》
の
委
員
で
あ
り
、
北
海
道
大
学
で
考
古
学
の
研
究
を
し
て
い
る

小
杉
氏
と
《
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
を
守
り
活
か
す
会
》
の
会
長
で
あ
る
大
江
氏
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

小
杉
氏
と
《
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
を
守
り
活
か
す
会
》
の
会
長
で
あ
る
大
江
氏
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

キ
ウ
ス
の
価
値
や
魅
力
は
？

て
い
ま
す
。「
縄
文
文
化
に
興
味

て
い
ま
す
。「
縄
文
文
化
に
興
味

が
あ
る
」、「
世
界
遺
産
と
な
る
遺

が
あ
る
」、「
世
界
遺
産
と
な
る
遺

跡
を
見
て
み
た
い
」、「
友
人
に
誘

跡
を
見
て
み
た
い
」、「
友
人
に
誘

わ
れ
た
」
な
ど
見
学
の
動
機
は
さ

わ
れ
た
」
な
ど
見
学
の
動
機
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
ど
の
よ
う
な
方
で

ま
ざ
ま
で
す
。
ど
の
よ
う
な
方
で

あ
っ
て
も
、
ガ
イ
ド
一
同
、
真
心

あ
っ
て
も
、
ガ
イ
ド
一
同
、
真
心

を
込
め
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

を
込
め
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
見
学
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば

ぜ
ひ
見
学
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
や
国
内
の
ほ
か
の

　

ま
た
、
海
外
や
国
内
の
ほ
か
の

地
域
で
は
小
・
中
学
生
が
ガ
イ
ド

地
域
で
は
小
・
中
学
生
が
ガ
イ
ド

を
し
て
い
る
遺
産
が
あ
る
と
聞
い

を
し
て
い
る
遺
産
が
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
キ
ウ
ス
の

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
キ
ウ
ス
の

価
値
を
伝
え
続
け
て
い
く
た
め
に

価
値
を
伝
え
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
若
い
世
代
に
知
っ
て
も
ら
う

は
、
若
い
世
代
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
千
歳

こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
千
歳

で
も
将
来
、
学
生
な
ど
若
い
世
代

で
も
将
来
、
学
生
な
ど
若
い
世
代

の
ガ
イ
ド
が
誕
生
す
る
こ
と
を
願

の
ガ
イ
ド
が
誕
生
す
る
こ
と
を
願

い
な
が
ら
、
今
後
も
活
動
を
続
け

い
な
が
ら
、
今
後
も
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■■    大江 晃己 大江 晃己 さん／ 80 歳さん／ 80 歳

      Oe Koki ／東郊在住      Oe Koki ／東郊在住

キウス周堤墓群を守り活かす会 会長キウス周堤墓群を守り活かす会 会長

　

縄
文
遺
跡
の
多
く
は
、
地
面
の

　

縄
文
遺
跡
の
多
く
は
、
地
面
の

下
に
あ
る
の
で
、
現
地
表
で
見
る

下
に
あ
る
の
で
、
現
地
表
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
キ
ウ
ス

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
キ
ウ
ス

周
堤
墓
群
は
そ
の
大
き
さ
故
に
構

周
堤
墓
群
は
そ
の
大
き
さ
故
に
構

築
時
の
外
観
を
現
地
表
面
か
ら
う

築
時
の
外
観
を
現
地
表
面
か
ら
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
稀
有

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
稀
有

な
遺
跡
で
す
。　

な
遺
跡
で
す
。　

　

１
万
年
以
上
続
く
縄
文
文
化
に

　

１
万
年
以
上
続
く
縄
文
文
化
に

お
い
て
、最
初
か
ら
集
団
墓
が
あ
っ

お
い
て
、最
初
か
ら
集
団
墓
が
あ
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会

が
複
雑
化
す
る
中
で
、
縄
文
後
期

が
複
雑
化
す
る
中
で
、
縄
文
後
期

に
《
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
》
の
よ
う

に
《
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
》
の
よ
う

な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
大
規
模
記
念

な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
大
規
模
記
念

物
）
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

物
）
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
世
代
を
重
ね
た
定
住
生
活

し
た
。
世
代
を
重
ね
た
定
住
生
活

の
中
で
《
祖
先
》
と
い
う
観
念
（
祖

の
中
で
《
祖
先
》
と
い
う
観
念
（
祖

先
観
）
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い

先
観
）
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　　
《
古
い
モ
ノ
が
土
の
中
に
埋

　
《
古
い
モ
ノ
が
土
の
中
に
埋

ま
っ
て
い
る
＝
遺
跡
》
で
は
な

ま
っ
て
い
る
＝
遺
跡
》
で
は
な

く
、
現
代
の
私
た
ち
が
、
そ
の
価

く
、
現
代
の
私
た
ち
が
、
そ
の
価

値
に
気
づ
き
、
研
究
や
保
存
・
活

値
に
気
づ
き
、
研
究
や
保
存
・
活

用
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
生
ま
れ

用
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
生
ま
れ

て
、
は
じ
め
て
「
遺
跡
が
姿
を
現

て
、
は
じ
め
て
「
遺
跡
が
姿
を
現

遺跡のまち、千歳
千歳には､豊かな自然とともに数多くの文化財
が残されています。特に埋蔵文化財は豊富で、
後期旧石器文化、縄文文化、続縄文文化、擦文
文化、アイヌ文化に属する遺跡の数は約300
か所確認されています（令和２年３月時点）。

1978 年

キウス周堤墓群だけじゃない

公園の下に眠る周堤墓　末広遺跡

■  キウス周堤墓群を守り活かす会
平成 26 年に《国指定史跡キウス周堤墓群》
をはじめとする市内遺跡に関する会員相互
の学習、市民への学習機会の提供、情報発
信などを通して、文化的な千歳のまちづく
りに寄与することを目的に設立

1979 年2012 年2013~2017 年2019 年2020 年

世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
記
載
の
《
北

海
道
・
北
東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文

遺
跡
群
》
に
構
成
資
産
の
一
つ
と
し

て
追
加
登
録
さ
れ
る

史
跡
周
辺
の
詳
細
分
布
調
査
（
14
号

周
堤
墓
を
発
見
）
と
地
形
測
量
調
査

14
号
周
堤
墓
を
含
め
た
範
囲
が
国
史

跡
に
追
加
指
定
さ
れ
る

《
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
》
と
し
て
、
１
～

６
・
11
・
12
号
周
堤
墓
の
範
囲
が
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
る

《
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
》

の
一
つ
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
登
録

の
推
薦
書
が
国
（
文
化
庁
）
か
ら
ユ

ネ
ス
コ
へ
提
出
さ
れ
る
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小 杉 康 さ ん 
Kosugi  Yasushi

北海道大学大学院
文学研究院 教授

「遺跡の整備・保存は未来へのメッセージ」

芝生の広場や遊具があり、１年を通して多く
の方が利用している《遺跡公園》の下には、
周堤墓が埋もれています。ここは《末広遺跡》
と呼ばれる遺跡で、縄文時代からアイヌ文化期
まで連綿と続いた生活の痕跡が積み重なって
いる場所です。清流地区の宅地開発を行う際に
整備した公園で、埋蔵文化財を保全し、未来に
残すため、当時の地形をできるだけ残し、土中
に保存する形で公園を整備しました。

国指定史跡　ウサクマイ遺跡群

ウサクマイ遺跡群は、千歳川と内別川に挟ま
れた台地上に所在する縄文時代早期から晩期、
続縄文時代、擦文文化期に属する集落跡や土
坑墓群です。土師器、蕨手刀など古代東北地
方との交流を物語る資料も出土しています。
それぞれの時代におけるこの地域の人々の活
動を示す重要な遺跡群です。

写真上：ママチ遺跡から出土し
た土面。縦横 18cm の大型の土
面で顔の造作は写実的。／写真
右：美々４遺跡から出土した動
物形土製品。全長 31.5cm。と
もに縄文時代晩期の祭祀、呪術
的な精神生活を表す貴重な遺品。

遺
跡
の
保
存・活
用
と
は
？

今
後
の
期
待
と
課
題
は
？

大場 利夫・石川 徹による２号周堤墓の調査（１
基の墓穴を確認、周堤の断面を記録）、４号周堤
墓外縁部の墓穴の発見・調査（石棒出土）

1901 年

1964196420172017

地中に埋もれていた 14 号周堤墓

分布調査の様子

1900

河
野 

広
道
に
よ
る
７
号
周
堤
墓
の
調

査
（
石
柱
の
あ
る
ベ
ン
カ
ラ
が
ま
か

れ
た
墓
穴
を
１
基
確
認
）

河
野 

常
吉
に
よ
る
現
地
調
査
、

阿
部 

正
己
に
よ
る
発
掘
調
査
、

松
坂 

修
吾
に
よ
る
測
量
調
査

河
野 

常
吉
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査

周
堤
墓
を
通
る
由
仁
街
道
（
現
国
道

３
３
７
号
）
が
竣
工

史跡キウス周堤墓群整備
基本計画検討委員会 委員

私私
た
ち
の
会
は
、
キ
ウ
ス
周

た
ち
の
会
は
、
キ
ウ
ス
周

堤
墓
群
を
含
め
た
市
内
の

堤
墓
群
を
含
め
た
市
内
の

遺
跡
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
親
し

遺
跡
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
親
し

み
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
講

み
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
講

演
会
や
こ
ど
も
教
室
な
ど
の
活
動

演
会
や
こ
ど
も
教
室
な
ど
の
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
６
月
か
ら
は
、
キ
ウ
ス

　

今
年
の
６
月
か
ら
は
、
キ
ウ
ス

周
堤
墓
群
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

周
堤
墓
群
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
は
じ
め
ま
し
た
。
７
月

ド
を
は
じ
め
ま
し
た
。
７
月
2727
日日

の
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
が
決

の
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
が
決

ま
っ
た
後
、
多
く
の
見
学
者
が
来

ま
っ
た
後
、
多
く
の
見
学
者
が
来

「若い世代の方にもっと知ってほしい」

７月 27 日、世界文化遺産に登録

墓標と思われる
石柱を発掘

2021 年

20202020
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鈴木 昭廣さん
Suzuki Akihiro

千歳文化財保護協会 会長

キウス周堤墓群の枯損木の処理や見回りなど、
長年にわたり文化財の保護に従事

　
《
千
歳
の
宝
・
キ
ウ
ス
周
堤
墓

群
》
に
は
、
い
ま
な
お
多
く
の
謎

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
遺
跡
を
保
存
し
な
が
ら
価
値

や
魅
力
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
市
民
一
人
一
人
が
ど
う
関

わ
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、現
地
に
足
を
運
び
、

縄
文
文
化
に
ふ
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

史跡見学会

キウス周堤墓群周辺の

ジオラマ（1/200）を制作中

「この場所は大切にしなさい」と
代々伝えられてきました

あ と が き

千歳市埋蔵文化財センターで調査・発掘
などを行っている和田学芸調査員（左）
と茅原学芸調査員（右）

《キウス周堤墓群》では、ボランティアガイドによる案内やガイダ
ンス施設を設置し、はじめてキウス周堤墓群を訪れる方にも縄文文
化の価値や魅力をわかりやすく伝える取り組みを行っています。世
界遺産登録をうけ縄文に興味を持ちはじめた、広報編集者・K がキ
ウス周堤墓群のガイド付き見学を体験してきました。

キウスを見学

千
歳
市
内
か
ら
国
道
３
３
７
号
を

長
沼
方
面
に
向
か
う
と
、
前
方

に
コ
ナ
ラ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
大
木
が

う
っ
そ
う
と
茂
る
落
葉
広
葉
樹
の
森
が

現
れ
ま
す
。
こ
こ
に
、
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
北
海
道
・
北
東
北
縄
文

遺
跡
群
の
構
成
資
産
の
ひ
と
つ
、《
キ

ウ
ス
周
堤
墓
群
》
が
あ
り
ま
す
。

　
駐
車
場
に
着
き
、
ま
ず
は
ガ
イ
ダ
ン

ス
施
設
で
情
報
収
集
。施
設
に
入
る
と
、

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
の
地
形
や
こ
れ
ま
で

の
調
査
で
発
掘
さ
れ
た
遺
物
な
ど
を
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
は
じ
め
て
訪
れ
る
方
は
無
料
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
案
内
し
て
も
ら
う

の
が
お
す
す
め
で
す
。
今
回
は
、
事
前

に
ガ
イ
ド
案
内
を
申
し
込
ん
で
い
ま
し

た
の
で
、
予
約
時
間
に
遺
跡
の
入
り
口

前
に
集
合
し
ま
し
た
。
事
前
申
込
を
し

て
い
な
い
方
も
、
当
日
空
き
が
あ
れ
ば

案
内
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
周
堤
墓
は
北
海
道
だ
け
に
見
ら
れ

る
貴
重
な
遺
跡
で
す
。
縄
文
人
の
精
神

文
化
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
祈
り
の

場
所
で
し
た
。
こ
れ
だ
け
大
規
模
な

土
木
工
事
の
産
物
を
３
２
０
０
年
経
っ

た
い
ま
で
も
地
上
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
遺
跡
で
す
」
と
ガ
イ
ド
の
井

田
さ
ん
は
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
周
堤
墓
の
こ
と
や
縄
文
文
化
に
つ
い

て
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
が
敷
か
れ
た
見
学
路
を
奥
へ
進

ん
で
い
き
ま
す
。説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

見
学
路
を
巡
っ
て
い
る
と
、
30
分
ほ
ど

で
入
り
口
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
で
は
、
土
器
や

石
棒
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す

井
田
さ
ん
。
実
物
は
、
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
に
展
示
し
て
あ
る
と
お
聞
き
し

た
の
で
、
井
田
さ
ん
と
は
こ
こ
で
お
別

れ
し
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
向
か

い
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
に
は
10
分
ほ
ど

で
到
着
。
常
設
展
示
室
に
は
、
キ
ウ
ス

周
堤
墓
群
を
含
む
市
内
の
遺
跡
で
発
掘

さ
れ
た
埋
蔵
文
化
財
が
約
４
０
０
点
、

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
旧
石
器
時
代
か

ら
ア
イ
ヌ
文
化
期
に
い
た
る
各
時
代
の

多
種
多
様
な
道
具
な
ど
が
展
示
さ
れ
、

現
在
に
つ
な
が
る
人
々
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
の
取
材
を
し
て
い

る
と
、「
ど
こ
を
見
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
」
と
い
う
見
学
者
の
声
を
聞
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
キ
ウ
ス
周

堤
墓
群
は
一
見
し
た
だ
け
で
は
そ
の
価

値
や
魅
力
が
わ
か
り
に
く
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
見
た
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い

遺
跡
の
価
値
や
保
存
し
て
い
く
意
義
に

つ
い
て
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
が
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
気
軽

に
見
学
に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

※センターおよびキウスまでの公共交通機関はありません。

埋蔵文化財センター／長都42-1（旧長都小中学校）

㊏㊐㊗・年末年始はお休み（毎月第２㊐は開室）

キウス周堤墓群

長都駅

千歳駅サッポロ
ビール庭園駅

恵庭駅

新千歳空港

南千歳駅

千歳東ＩＣ

千歳ＩＣ

新千歳空港ＩＣ

千歳ＪＣＴ

国道337

国道36

道央自動車道

道東自動車道

埋蔵文化財センター

見学時間：９時～17 時　入場料：無料

■ Information

◀埋蔵文化財センター常設展示
室の様子。縄文時代の貝塚や近
世の丸木舟など貴重な埋蔵文化
財を見ることができます。

埋蔵文化財センター
ホームページ

Twitter
公式アカウント

((24)4210　 ▪ＦＡＸ (21)9301　

千歳川

明治 27 年にキウスの森に入植し、現在まで林業を営んでいる鈴
木家。４代目の鈴木 昭廣さんは、家業を継ぎながらキウス周堤
墓群の草刈りや倒木処理を行い、遺跡を保護してきました。

「子どもの頃から、おじいさんやおふくろに『チャシは大切にしないとい
けない場所だよ』と伝えられてきました。私が小学生のころは周堤墓で
はなく、《チャシ》と呼んでいました。いまみたいに明文化して守ろうと
いう特別な意識はありませんでしたが、生活の一部として当たり前に守
るべき場所でした」と語る鈴木さん。

「これまでキウスが開発を免れてきたのは、研究者や地域の皆さんが大
切なものだと価値を見いだし、貴重な文化財として保護してきたからで
すよね」と、先人たちの思いに感謝の言葉を重ねます。「私は林業家で
すが、文化財の保護も同じです。次の世代に伝え残していく。自然や文
化財は一度壊れてしまうと元に戻ることはありません。保護するために
必要なところは手を加えつつ、自然のまま残すところは、何も触らず残
していくことが大切だと思います」

守ると同時に、多くの方にキウス周堤墓群のことを見てほしい、知って
ほしいと願う鈴木さん。キウスを訪れた方にどんなところを見てほしい
かを聞きました。

「縄文時代の土木技術で、現在まで形が残っている遺跡は珍しい。ぜひ、
当時のありのままの姿を見て、縄文人のくらしに触れてほしいですね。
そのために見学者が増えても遺跡が壊れないような見学路の整備や発掘
された遺物を展示する資料館ができると、より魅力が伝わると思います」
と将来への展望を答えてくれました。「自然と共生し、争いのない持続
可能な社会が、１万年以上も続いた縄文時代から学ぶことは多いと思い
ます。今回の世界文化遺産登録を機
に、千歳特有の魅力を発信していき
たいですね」と未来を見据えた目で
話してくれました。

史跡の保存のため、昭和 62 年から
史跡の保存のため、昭和 62 年から草刈りを続けている中央連合会の皆さん
草刈りを続けている中央連合会の皆さん

▲見どころのひとつ《２号周堤墓》の前
で解説する井田さん。見学の際は歩きや
すい服装で虫除け対策も行いましょう。

■今回、案内してくれたのは
キウス周堤墓群ボランティアガイド
井田 真理子（いだ まりこ）さん

体験ルポ

▲市環境課が遺跡周辺の植生を
調査しています。キウスの森には

「オオウバユリ」など、約 140
種の植物が確認されています。

ガイダンス施設ではパンフ
レットの設置や遺跡を紹介す
るパネルを展示しています。

祝 キウス周堤墓群
世界遺産登録記念

学芸調査員やボランティアガイドに
よる見学会を行います。申込の詳細
は 20 ページをご確認ください。

【特集】千歳の宝・キウス周堤墓群

9/29㊌  9:30 ～ 11:40

10/6㊌  9:30 ～ 11:40

10/16㊏  9:00 ～ 12:00

9/25㊏  9:00 ～ 12:00


